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1 自然をたいせつにし美しいまちをつこりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつくりましよき

I元気で働き豊かなまちをつくりましょう
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l思いやりのあるあたたかいまちをつくくりまし
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六
月
二
十
一
日
出
、
二
十
二
日
仰

の
両
日
、
市
内
の
子
ど
も
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
学
校
、
職
域
等
に
、
サ
ル

ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
約

一
万
七
千
本
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

の
〃
花
い
っ
ぱ
い
運
動
〃
と
し
て
、

毎
年
、
市
内
を
花
で
い
つ
ぱ
い
に
飾

り
ま
し
ょ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も

ま
ち
を
花
で
飾
り
ま
し
よ
う

ー

ワァーイ夏が来たそ.ノ
暑い日ざしの照りつけるなかで，東小学校の子どもたち

が，楽しそうに学校プールのそうじをしました。

子どもたちは，夏が大好き，冷めたい水にふれながら，

の
で
、
市
内
各
地
に
あ
る
花
壇
も
、

き
れ
い
に
手
入
れ
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、
市
で
は
、
毎
年
八
月
中
に

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
も
合
わ
せ
て
実
施

し
て
、
こ
の
運
動
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
市
内
各
地
を

き
れ
い
な
花
で
飾
り
、
ぜ
ひ
、
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
参
加
し
ま
し
ょ
う

黙

…

錘

テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－



恵まれた資源を生かした

山間地域の開発

高
萩
市
は
、
海
と
山
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
資
源
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
報
五
月
号
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
海
を
生
か
す
た
め
の
有
明
・
高
浜
海
岸
整
備
事

業
〈
離
岸
堤
の
設
置
等
）
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
計

画
の
中
か
ら
、
市
域
の
約
八
十
五
％
を
占
め
る
西
部
山
間
地
域
の
開
発
事
業
と
し
て

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
主
体
は
、
い
ず
れ
も
県
で
す
が
、
高
萩
市
の
発
展
の
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
促
進
に

つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
花
園
・
花
貫
県
立
自
然
公
園

「
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
整
備
事
業
」

大
北
川
総
合
開
発
事
業
「
小
山
ダ
ム
建
設
」

小
山
ダ
ム
は
、
大
北
川
総
合
開
発
事

業
の
中
心
的
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
横
川
地
域
に
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
す
。

多
目
的
ダ
ム

ダムの概要
（

）
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小
山
ダ
ム
建
設
～

、ダムによる効果 J §
○洪水調節
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ゞ ダム地点の計画高水流量880m3/sのうち, 690m3/sの洪水調節を

X

行い, §ダム地点下流の水害を防除します。 ; : ﾕ菱きき/
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：
． ：

ダム地点下流の大北川沿川における既得用水の補給を行詠雲: :流
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器 高萩市・北茨城市に対し，石岡地点において新たに水道朔水
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fi ,､■ Ⅱ ■容計60,480m3/日(0.7m3/S)の取水を可能にしますILJu?"ず下

〃
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都
市
“

の
創
造
を
め
ざ
す
、
高
萩
市
に
と
っ
て
、

産
業
経
済
の
発
展
や
生
活
環
境
の
整
備

な
ど
に
伴
う
、
新
た
な
水
需
要
の
増
大

が
生
じ
る
た
め
、
水
源
の
確
保
が
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

2



ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
、
主
要
地
方
道

北
茨
城
大
子
線
の
付
替
県
道
や
付
替
林

道
・
仙
道
坂
地
内
か
ら
横
川
地
域
に
通

じ
る
工
事
用
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
広
域
農
業
用
道
路
も
合
わ
せ

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
完
成
す
れ
ば
、

山
間
地
域
の
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

道
路
の
整
備

至
下
君
田
・
大
子

〆

掻

卿
}

､j

1L

、

艸

苓

掛

淺

〆

鋤

謀

ツ

観光資源としての小山ダム

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
県

と
市
で
は
ダ
ム
周
辺
の
整

備
を
進
め
、
市
内
の
い
こ

い
の
場
と
し
て
四
季
を
通

じ
て
の
利
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

す
伯

人
造
湖
と
し
て
は
、
県

下
最
大
規
模
の
ダ
ム
と
な

り
、
総
貯
水
容
量
は
花
貫

ダ
ム
の
約
五
倍
と
な
り
ま

補
償
問
題

四
月
二
十
四

日
附
に
、
小
山

ダ
ム
建
設
補
償

基
準
の
覚
書
の

調
印
式
が
行
わ

れ
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
交
渉

に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ダ

ム
建
設
に
伴
い

水
没
す
る
家
屋

が
十
五
戸
あ
り

ま
す
。
こ
の
人

た
ち
の
生
活
再

建
や
横
川
地
区

の
環
境
整
備
な

ど
の
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 ー

花
園
・
花
貫
県
立
自
然
公
園
「
ふ
る

さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
整
備
事
業
」

は
、
十
王
町
の
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」

を
中
心
と
す
る
宿
泊
型
リ
ゾ
ー
ト
基
地

と
花
貰
ダ
ム
周
辺
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
北
の
恵
ま
れ
た

海
岸
線
と
山
間
地
域
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
よ
う
と
す
る
県
内
初
の
一
大
観
光

ゾ
ー
ン
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

観
光
客
の
回
遊
ル
ー
ト
の
確
立
と
、
四

季
型
観
光
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
、
約
三
億
七
千
万
円
で
、

す
で
に
昭
和
六
十
年
度
は
、
「
鶇
の
岬
」

周
辺
に
、
水
力
風
車
や
回
転
イ
カ
ダ
な

ど
の
水
の
学
習
装
置
を
備
え
付
け
た
り
、

ス
ペ
ー
ス
・
キ
ャ
ビ
ン
六
棟
設
置
な
ど

花
園
・
花
員
県
立
自
然
公
園

県北観光の目玉に

～県内初の－大観光

ゾーンづくり～

「
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
整
備
事
業
」

▼花貫ダム

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

三
八
○
㎡

鉄
筋
二
階
建
て

花
貫
ダ
ム
周
辺
の
整
備
は
、
今
年
度

か
ら
昭
和
六
十
四
年
ま
で
の
四
か
年
計

画
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

の
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

花
舅
ダ
ム
周
辺
の

施
設
の
概
要
と

実
施
年
度

蕊

… ー

識群

昭
和
六
十
四
年
度

昭
和
六
十
三
年
度

昭
和
六
十
二
年
度

園
地
給
排
水
施
設

ビ
ジ
タ
ー
基
本
設
計

動
植
物
の
展
示
（
植
生
・
地
質
・
自

然
の
標
本
）
な
ど
の
博
物
館
的
な
機
能

と
集
会
施
設
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
フ
ト
（
工
芸
）
広
場
、

デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
場
（
野
外
炉
、
野
外

卓
）
な
ど
を
配
置
し
、
自
然
体
験
ゾ
ー

ン
と
し
て
林
業
、
シ
イ
タ
ケ
、
薬
草
栽

培
な
ど
の
体
験
広
場
や
自
然
探
勝
ゾ
ー

ン
な
ど
が
で
き
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
駐
車
場
、
歩
道
、
園
地

給
排
水
施
設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
遊
具

な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度

，
な
腹
号
と
‘
な
っ
て
い
幸
工
手
９
（

デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
場
広
場

遊
具

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

展
示
施
設

駐
車
場
、
歩
道
、
整
地

目
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昭
和
六
十
一
年
第
二
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
十
日
㈹
に
開
会
し
、

七
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
六

月
十
六
日
側
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
に

関
す
る
も
の
三
件
、
条
例
に
関
す
る
も

の
三
件
、
予
算
に
関
す
る
も
の
－
件
で
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。〔
報
告
〕

○
高
萩
市
住
宅
公
社
の
経
営
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

○
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
高

萩
市
住
宅
公
社
及
び
高
萩
市
土
地
開
発

公
社
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
、
法
人
の

経
営
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

○
專
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
要

す
る
費
用
九
百
二
十
四
万
三
千
円
を
追

加
計
上
し
、
こ
の
補
正
予
算
は
、
市
議

会
の
議
決
に
か
え
、
地
方
自
治
法
第
百

七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
專
決

第
二
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

処
分
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
で
報
告

し
承
認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

〔
条
例
〕

○
高
萩
市
職
員
の
育
児
休
業
に
係
る
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
育
児
休
業
給
の

月
額
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
い
る
共
済

組
合
員
の
給
料
と
掛
金
の
割
合
を
定
め

る
規
定
が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
改
正

○
高
萩
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特

例
措
置
が
改
正
さ
れ
た
の
で
、
本
条
例

の
整
理

○
高
萩
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
乳
児

及
び
母
子
家
庭
の
母
子
に
対
す
る
医
療

福
祉
費
支
給
に
係
る
所
得
制
限
は
、
従

来
、
母
子
福
祉
年
金
の
所
得
制
限
限
度

額
を
準
用
し
て
い
た
が
、
国
民
年
金
法

改
正
に
よ
り
、
母
子
福
祉
年
金
は
廃
止

さ
れ
、
遺
族
基
礎
年
金
に
切
り
替
え
ら

れ
た
の
で
所
要
の
整
備

〔
予
算
〕

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
てＩ

ｰ
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第一専門部会員名簿

大切にし，美しいまちづく
市
内
百
三
十
一
の
各
種
団
体
の
代
表

者
等
で
組
織
さ
れ
て
い
る
高
萩
市
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
に
は
、
五
つ
の
専
門

部
会
が
あ
り
、
毎
年
、
市
民
総
ぐ
る
み

市民憲章

推進協議会

り運動

(敬称略）

自然を

氏 名

鈴木徳男

鈴木多喜男

田所幸男

沼野義次

小山政男

明智健一

長山智由

原口良英

谷田部英雄

松田喧信

栗田悦二

花園教之

大都直光

中里光三郎

小|｣_｜ 政男

佐川順一郎

鈴木 彰

鈴木徳樹

鈴木藤太

大森キク

鈴木朝夫

鈴木重光

関 鎌吉

柴田正己

所属機関団体名

市議会経済委員長

市教育委員会委員長

高萩市商工会長

高萩市観光協会長

①

高萩市老人クラブ連合会長

高萩市PTA連絡協議会長

高萩土木事務所長

㈱大心苑社長

高萩営林署長

KDD茨城衛星通信所長

高萩地区農業改良普及所長

学識経験者

l専門部会～～第
▲6月20B(金）昭和61年度総会

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
專
門
部
会
の
活
動
の
中
か
ら
、

今
回
は
、
〃
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
〃
を
め
ざ
し
て
い
る

第
一
專
門
部
会
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
専
門
部
会
は
、
〃
自
然
を
た
い
せ

つ
に
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
〃

を
合
い
言
葉
に

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
内
全
域
の
不
法
投

棄
を
な
く
す
運
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
、
各
種
団
体
や
地
域
な
ど
に
呼
び
か

け
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
一
環
と
し

て ○
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な
く
す
運
動

○
花
い
っ
ぱ
い
運
動

○
緑
を
多
く
す
る
運
動

○
自
然
に
し
た
し
む
運
動

（
）

学識経験者

東日本観光開発㈱社長

社会福祉協議会上手綱支部長

社会福祉協議会大能・中戸川支部長

社会福祉協議会下君田支部長

社会福祉協議会横川支部長

多賀畜産農業協同組合長

地域婦人団体連絡協議会長

ボーイスカウト隊長

高萩森林組合長 海
岸
清
掃
（
各
種
団
体
年
一
回
、
松
ヶ

丘
高
校
年
二
回
）

空
き
缶
回
収
（
各
種
団
体
年
二
回
、
高

萩
中
学
校
・
秋
山
中
学
校

年
二
回
）

な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
、

市
内
の
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
学

校
、
職
域
等
へ
の
花
の
種
・
苗
の
配
布

を
行
い
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
通

じ
て
の
運
動
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

花
貫
三
岐
路
の
花
壇
に
は
、
石
滝
老
人

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
等
を
い

社会福祉協議会赤浜支部長 ＃

蕊社会福祉協議会石滝支部長

社会福祉協議会行人塚‘石河原支部長

高萩明るい社会づくり推進協議会長

柴田 薫

北畠暢男
母急

＃

、

溌
瀞癖

自然を愛する友の会会長 若松政次

鈴木一慧

鈴木とみ子

茂又成徳

小室 昭

豊田 守

神長政男

緑を愛する少年隊

下君田婦人会長 篭
鑑

識蕊
鞭

君田小学校長

横川小学校長

君田小学校PTA会長

横川小学校PTA会長

野

蕊

▲6月1日（日）6号国道の空き缶回収作業
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ｊは
、
小
島
住
宅
団
地
の
配
水
管
及
び
給

水
管
布
設
工
事
に
伴
う
補
正
予
算

二
般
質
問
〕

○
工
事
契
約
に
つ
い
て

○
進
出
企
業
に
つ
い
て

○
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
雪
害
対
策
に
つ
い
て

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
退
職
金
共
済
制

度
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て
○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

○
助
役
選
任
に
つ
い
て

○
請
負
関
係
に
つ
い
て

○
花
貫
川
の
改
修
に
つ
い
て

○
市
営
野
球
場
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
設
置

に
つ
い
て

○
安
良
川
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

〔
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〕

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
地
域
林
業
の
活
性
化
・
国
有
林
野
事

業
の
再
建
と
林
業
労
働
力
確
保
を
求
め

る
陳
情

○
下
手
綱
公
民
館
改
築
促
進
陳
情
書

○
健
康
保
険
本
人
の
十
割
給
付
復
活
を

求
め
る
陳
情
書

○
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
恩
給
加
算
改
訂

に
関
す
る
請
願
耆

○
国
鉄
改
革
に
関
す
る
意
見
耆
の
決
議

を
求
め
る
請
願

※
不
採
択
と
さ
れ
た
も
の

○
下
手
綱
公
民
館
改
築
に
関
す
る
陳
情

聿
日

○
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
に
対
す

る
陳
情
善

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
市
道
百
四
十
三
号
線
整
備
に
関
す
る

請
願
○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
陳
情

○
戦
争
と
暗
黒
政
治
へ
の
道
を
ひ
ら
く

「
国
家
機
密
法
案
」
に
反
対
す
る
陳
情

聿
日○
「
国
家
秘
密
に
係
る
ス
パ
イ
行
為
等

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
案
に
反
対
す

る
陳
情
書

○
ス
パ
イ
防
止
の
た
め
の
法
律
制
定
を

求
め
る
陳
情
書

〔
意
見
書
案
の
提
出
〕

○
「
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
」

の
交
付
期
間
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

○
地
域
林
業
の
活
性
化
・
国
有
林
野
事

業
の
再
建
と
林
業
労
働
力
確
保
の
た
め

の
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

○
健
康
保
険
本
人
の
十
割
給
付
復
活
を

求
め
る
意
見
害
（
案
）
の
提
出
に
つ
い

て○
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
恩
給
加
算
改
訂

に
関
す
る
意
見
害
（
案
）
の
提
出
に
つ

い
て
○
国
鉄
改
革
に
関
す
る
意
見
耆
（
案
）

の
提
出
に
つ
い
て

以
上
意
見
耆
案
五
件
に
つ
い
て
は
、

議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。議
会
事
務
局

ー
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た
だ
き
、
カ
ン
ナ
の
植
付
、
除
草
、
移

植
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
を
多
く
し
、
自
然
と
し
た
し
む
た

め
に
、
森
林
公
園
や
ダ
ム
サ
イ
ド
な
ど

に
植
樹
を
行
い
、
市
民
の
い
こ
え
る
場

所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

二

二

で

二

画

二

二

雪

２

昼

三

言

二

二

二

二

一

口

２

三

宮

ｊ

塁

三

Ｊ

二

里

雲

皐

１

三

百

二

昼

二

【

三

勺

副

二

己

言

二

二

日

二

二

姪

宮

三

“

の
青
少
年
や
保
護
者
の
悩
み
に
専
門
の

吉
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
．

ｓ
○
二
九
三
’
三
一
’
○
九
○
○

～
高
萩
市
胄
少
年
セ
ン
タ
ー
～

県
警
察
本
部
少
年
課
（
各
警
察
署
で

七
月
は
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
夏
休
み
期
間
中
の
吉
少
年
の
非
行
を
も
少
年
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
）

強
調
月
間
」
で
す
。
次
代
を
担
う
吉
少
防
ぐ
た
め
に
、
各
関
係
機
関
と
の
連
絡
○
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
で
お
困
り
の

年
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
た
く
調
整
や
、
街
頭
活
動
日
を
設
け
て
の
一
か
た

ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民
共
通
斉
活
動
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
シ
ン
ナ
ー
乱
用
や
覚
せ
い
剤
の
問
題

の
願
い
で
す
。
の
み
な
さ
ん
も
非
行
防
止
や
環
境
浄
化
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月
一
日
㈹
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
冠
○
二
九
二
’
二
四
’
○
○
五
九

か
ら
の
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
、
吉
少
自
分
の
悩
み
や
困
り
ご
と
、
子
ど
も
県
衛
生
部
薬
務
課

年
相
談
員
を
中
心
に
非
行
防
止
や
環
境
の
非
行
や
家
出
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
○
電
話
児
童
相
談

浄
化
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
気
軽
に
ダ
子
ど
も
の
養
育
や
し
つ
け
な
ど
の
悩

○
商
店
な
ど
の
協
力
依
頼
イ
ャ
ル
を
回
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
み
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
壷
○
二

書
店
、
金
物
店
、
薬
局
、
喫
茶
店
、
○
心
の
ダ
イ
ヤ
ル
九
二
’
二
六
’
四
一
五
四
（
ヨ
イ
ゴ
ョ
）

飲
食
店
、
そ
の
他
小
売
店
、
サ
ー
ビ
ス
吉
少
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
や
県
中
央
児
童
相
談
所

業
な
ど
の
、
市
内
の
関
係
業
種
の
か
た
苦
し
み
に
経
験
豊
か
な
專
門
の
相
談
員
○
子
ど
も
教
育
相
談

が
た
に
「
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
」

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
壷
○
二
九
子
ど
も
が
学
校
教
育
に
慣
れ
な
い
と

と
し
て
依
頼
し
、
青
少
年
に
ふ
さ
わ
し
二
’
二
五
’
七
八
三
○
（
ナ
ヤ
ミ
ゼ
巳
か
、
登
校
拒
否
な
ど
教
育
上
の
問
題
の

く
な
い
行
動
を
発
見
し
た
場
合
や
、
吉
家
庭
教
育
電
話
相
談
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

少
年
の
た
め
の
よ
い
環
境
づ
く
り
に
っ
○
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
テ
レ
フ
ォ
ン
盆
○
二
九
二
’
二
四
’
五
三
五
○

い
て
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
県
立
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

○
夏
休
み
中
の
街
頭
活
動
青
少
年
非
行
、
自
殺
防
止
等
の
た
め

「
高
萩
の
川
を
守
る
会
」
が

市
民
活
動
を
実
施

五
月
二
十
五
日
⑧

「
高
萩
の
川
券

ー

守
る
会
」
（
発
起
人
斉
藤
光
則
さ
ん
参

加
者
五
十
二
名
）
で
は
、
花
貫
川
と
関

根
川
の
河
川
の
清
掃
奉
仕
活
動
と
ヤ
マ

メ
の
稚
魚
約
七
千
匹
の
放
流
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
を
守
る
市
民
活

動
と
し
て
、
地
域
の
か
た
が
た
が
、
自

主
的
に
「
高
萩
の
川
を
守
る
会
」
を
作

り
河
川
の
清
掃
奉
仕
活
動
と
放
流
を
行

っ
た
も
の
で
、
少
し
ず
つ
市
民
活
動
の

輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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五
月
十
五
日
附
、
棚
谷
喜
市
さ
ん
㈹

（
大
和
町
）
が
、
日
本
皐
月
協
会
か
ら

特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
棚
谷
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
に
特
別
優
等
賞
三
回
、
農
林

大
臣
賞
三
回
を
受
賞
、
こ
れ
ら
の
実
續

が
認
め
ら
れ
、
今
年
全
国
で
は
じ
め
て

特
別
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

棚
谷
さ
ん
が
、
さ
つ
き
を
手
が
け
た

の
は
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
、
今
年
三
十

六
年
目
を
迎
え
る
そ
う
で
す
。
「
子
ど

全国ではじめての

特別表彰を受賞

-ﾐ､'リグ
ーロ〆 ‐~1、

、
ー

／市民のひろばのコーナは！みなさんの身近に起こっ
た話題や行事1声を紹介します。何かあﾚﾉましたら係ま
でお寄せください。

(☆あて先…市民活動課広報広聴係(念23-1111, 内線262）

も
の
と
き
か
ら
花
が
大
好
き
で
、
体
が

暇
に
な
っ
て
か
ら
は
夢
中
で
す
。
約
五

千
鉢
の
手
入
れ
は
大
変
で
す
が
、
一
年

中
で
も
花
の
咲
く
前
、
咲
く
こ
ろ
の
五
、

す
い
廿
人

六
月
が
一
番
大
好
き
。
花
で
は
、
〃
翠
扇
々

の
品
種
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

雨
が
降
っ
て
い
な
い
限
り
、
い
つ
も
さ

つ
き
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
咲

き
終
っ
た
花
の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

八
月
三
日
⑧
、
新
国
技
館
で
行
わ
れ

る
第
二
回
全
国
わ
ん
ぱ
く
す
も
う
大
会

へ
、
日
立
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ

た
、
次
の
四
人
が
茨
城
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
日
立
大
会
成
績
〕
敬
称
略

六
年
生
棚
橋
基
紀
優
勝
秋
山
小

林
栄
伸
二
位
東
小

田
中
正
勝
三
位
東
小

四
年
生
三
村
竜
二
二
位
東
小

全
国
わ
ん
ぱ
く
す
も
う
大
会

へ
の
出
場
決
定

今
〉
×
〈

▲日本旱月協会から特別表彰 鬘
を受けた棚谷さん（大和町） 季宙〆

蚕

鬼少

五
月
二
十
五
日
側
、
水
戸
市
の
茨
城

県
武
道
館
で
、
第
四
十
回
国
民
珠
算
競

技
大
会
（
都
道
府
県
対
抗
競
技
）
に
お

い
て
、
茨
城
県
チ
ー
ム
は
（
参
加
三
十

八
チ
ー
ム
）
決
勝
戦
で
強
豪
大
阪
府
を

破
り
、
初
め
て
の
全
国
制
覇
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
出
場
し
た
岡
野
和
代
さ

ん
（
安
良
川
）
は
、
茨
城
県
チ
ー
ム
五

名
の
中
心
と
し
て
大
活
躍
を
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
岡
野
さ
ん
は
、
学
生
の
時
、

二
回
個
人
の
部
で
日
本
一
に
な
る
な
ど

数
々
の
功
續
を
残
し
て
い
ま
す
。

ヤツタ／ 童

茨城烏日本一胴こき
蟇

今
〉
×

零

▲岡野和代さん ▲全国わんぱくすもう大会へ出場するみなさ人

1 、
４

糸
ク
イ
ズ
・
た
か
は
ぎ
・
あ
れ
こ
れ

六
月
号
の
答
え
．
…
…
…
…
：
１

向
原
古
墳
群
（
高
萩
駅
周
辺
）

高
萩
駅
周
辺
に
は
、
か
っ
て
多
く
の
墳
墓
が

あ
り
、
明
治
三
十
年
二
八
九
七
年
）
に
は
、

「
あ
ご
ひ
げ
の
男
の
埴
輪
」
（
写
真
）
も
出
土
し

て
い
ま
す
。

「
大
耳
の
（
男
の
）
埴
輪
」
は
、
松
村
瞭
氏

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、
前
者
と
と
も
に
現
在
、
東

京
大
学
人
類
学
教
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

ズ･たかはき､.あれこれ－クごf（
》 クイズの正解者

;: ﾛ .:1水戸2代藩主徳川光圀によって,犬能に牧場
減: :…;働 ; I

が開設されて以来ﾀ 』高萩地方は馬の産地として
: 誠 災:

知られ， それに伴い馬市も栄〃に開かれていま

した。

しかし,農業技術の発達などによって，馬の
i

需要が減り，現在では牛市に変わりました。最

初に，牛市が開かれたのはいつでしょうか。

〔松田なかさん(下手綱)の出題です｡〕

1，昭和30年

2，昭和35年i

： 3，昭和37年

答えのわかったかたは，市民活動課広報広聴

係まではがきでおしらせください。正解者（1

名)は，市報8月号で紹介して粗品をさしあげ

ますbまた，高萩に関するクイズがありました

ら,あわせておしらせください。

厭
撫
簿
馨
厩
驚
箪
も

冠

鈴木喜久子さん
（有明町）

小学3年生の子と．も

がいるので，社会科の

教材〃はばたく高萩〃

にのっているのを思い

出して，応募しました。

私たちの身近なところ，

この高萩にもこのよう

少あ
ご
ひ
げ
の
男
の
埴
輪

な埴輪が出土している １
１
１
１
１
１
１
１
１
夕

のですね
、

＃奉踊零
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溌
鐘

蕊

六
月
一
日
日
、
山
王
す
も
う
場
で
、
第
十

回
少

年
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
約
百
人
が
参
加

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

〔
成
績
三
敬
称
略
）
団
体
優
勝
…
高
浜
Ａ
チ
ー
ム

個
人
優
勝
者
：

・
｜
年
永
山
学
、
三
年
胡

麻
田
一
己
、
四
年
細
田
勇
介
、
五
年
根
本
泰
孝
、

六
年
棚
橋
基
紀

第11回少年すもう大会
$

堵

零

六
月
一
日
日
、
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
第
七
回
高
萩
市
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
約
百
八
十
人
の
市
民
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。〔
成
績
〕
（
敬
称
略
）

Ａ
ク
ラ
ス
…
①
大
高
渉
、
②
岩
間

輝
亘
、
⑧
小
野
悦
男

Ｂ
ク
ラ
ス
：
①
大
平
裕

、
②
山
尾

清
栄
、
③
秋
山
俊
治

〔
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
〕

Ａ
ク
ラ
ス
：
・
鈴
木
浩
平
沼

▲
Ｂ
ク
ラ
ス
：
赤
津
卓
男
刀

第
七
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

灘辮驚裁職灘繊

ｰ

六
月
三
日
㈹
、
文
化
会
館
で
叙
勲
の
栄
に
浴

さ
れ
た
今
川
菫
道
氏
、
沼
田
勝
美
氏
、
伊
藤
龍

馬
氏
、
藤
田
幸
教
氏
の
受
章
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
発
起
人
の
鈴
木
市
長
、
佐
川
議
長

を
は
じ
め
約
百
六
十
人
余
り
の
人
た
ち
が
こ
の

祝
賀
会
に
参
加
、
四
氏
の
受
章
を
心
か
ら
お
祝

い
し
ま
し
た
。

鐸
線
灘

錬
捗
癖
ゞ

祝
率

諏華謹琴馥

蕊
灸

鍛
↑
ｉ
＃

妙
昨
”

熱
戦

頚錘〆毎

糸

挫

仏

炉

錘
拝
恥
彩
エ

鐸
聡
叙
癖

琴挙舞琴辱

：
灘

功

か
内
鈴

蕊
撫
、
鞠

し
叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
§
§
§
§
鷺
§
§
§
§
§
§
§
§
霞
§
§
§
§
員
§
：

寶~可鼻1
愁典蕊韓雪雲』
『､ i ≠ ｛

I

』無皐鐸

：: ‘鰯

鰯 蕊
為蕊

蕊

P""

潔職&識
率

識
金
張
輔
４ 蕊 灘

§ ＆?"磯

：… :ざゞと ≠皇密"、 ‐ ‘ リー － － ： ゞ

スポーツ少年団春季親善野球大会

6月15日(日)， 22日(日)の両日，高浜

運動広場で，スポーツ少年団春季親

スポーツ少年団春季親善野球大会

6月15日(日)， 22日(日)の両日，高浜

運動広場で，スポーツ少年団春季親

ー

舞鶴韓

善野球大会が， 12チームの参加で行

われました。成績優勝島名上・

萩ケ丘準優勝高浜A第3位

島名中央，向洋台

ソフトボール春季選手権大会

5月25日(日)， 6月1日(日)の両日，

高浜運動広場で，ソフトボール春季

選手権大会が，男子19チーム，女子

6チームの参加で行われました。

成積〔男子〕優勝秋山ソフトクラ

ブ準優勝バルトルズ第3位

NK運輸，十王フレンドリー 〔女

子〕優勝十王クラブ準優勝石

滝ママソフト

I I

I

I r

'

1

７



F工業団地を訪坪T
I 入室 、一 1

’譲

蕊

蕊

籍

～企業紹介～

⑥

恒和化学工業株式会社

』蕊逢
凸 旬釦唱 鐸 凸式 幸
､ ﾐ､睦輔蕊蕊隷

;織譲蕊
鷺簿鎗池鰹

鍵蕊

侭

霞 鞄琴

工場長

森山勝一さん

一昨年，九州福岡から転任して，

現在北茨城市に在住，奥さんと二

人の子どもさんとの四人暮らしで

す。

「高萩のまちは， 自然に恵まれ，

気候もよく ， そのせいか人情もお

だやかで，子どもたちものびのび

と育っていますね』

恒和化学工業株式会社

高萩市赤浜字松久保258-3

（松久保工業団地）

1億5千万円

建築用吹付材・塗料

建築資材

42,955m2

4,339m2

41名

昭和48年3月

住 所

恒
和
化
学
工
業
株
式
会
社
は
、
創
業

以
来
三
十
余
年
間
、
建
築
用
塗
料
・
建

材
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
全
国
に
三
十

七
の
工
場
・
営
業
所
な
ど
を
も
つ
会
社

で
す
。第
一
次
石
油
危
機
前
の
昭
和
四
十
七

年
に
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
工
場
が
住
宅

地
域
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
手
狭
で
増
大

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

社員数

操業開始ー

す
る
需
要
に
応
じ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
高
萩
市
へ
の
進
出
が
決
ま
り
ま

し
た
。
松
久
保
工
業
団
地
へ
は
、
進
出
第
一

号
企
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
三
月

か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

高
萩
工
場
は
、
建
築
の
最
終
仕
上
げ

材
で
あ
る
美
装
◇
防
水
用
の
吹
き
付
け

材
及
び
塗
装
・
防
錆
材
な
ど
を
生
産
し

て
お
り
、
恵
ま
れ
た
高
萩
市
の
自
然
環

境
の
中
で
、
無
公
害
の
工
場
を
め
ざ
し

て
、
独
自
に
開
発
し
た
水
処
理
設
備
等

を
完
備
、
公
害
の
な
い
環
境
の
中
で
操

業
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
在
、
高
萩
工
場
に
は
社
員
四
十
一

名
、
協
力
会
社
員
十
一
名
の
五
十
二
名

が
働
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
六
十
五
％

が
地
元
の
雇
用
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
山
工
場
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
Ｉ

〃
感
受
性
を
高
め
、
常
に
問
題
意
識
を

も
つ
こ
と
〃
Ｉ

「
社
員
に
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代

を
生
き
ぬ
く
た
め
、
仕
事
に
限
ら
ず
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
欲

し
い
。高
萩
工
場
も
、
建
設
後
十
三
年
を
経

過
し
た
現
在
、
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
一
層
の
効
率
化
を
図
り
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
も
積
極
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
凶
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

鬼
門
に
あ
た
る
東
北
方
を
避
け
る
風
習
一

は
、
古
代
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
な
一

の
で
あ
る
。
こ
の
鬼
門
に
相
対
す
る
西
一

一
と

南
方
の
申
・
酉
・
戌
の
方
位
は
、
邪
鬼
一

一
舗
俗
鵠
、
ｊ
諄
を
圧
伏
す
畠
と
い
う
俗
信
に
も
と
づ
き
、
｜

桃
太
郎
に
従
っ
て
鬼
ヶ
島
征
伐
に
出
か
一

郎
６

｜
伽
民
継
〃
！
田
け
為
犬
猿
唯
に
な
っ
た
の
で
ぁ
骨
。
｜

本
来
、
丑
寅
（
鬼
門
・
東
北
）
に
対
一

士
心

一
高
す
る
正
し
い
西
南
方
（
裏
鬼
門
）
は
、
｜

未
・
申
・
酉
で
あ
る
が
、
柔
順
穏
和
な
一

羊
は
桃
太
郎
に
従
っ
て
遠
征
す
る
勇
士
一

の
資
格
に
適
さ
な
か
っ
た
の
で
、
勇
健
一

一
桃
太
郎
昔
話
の
成
立
と
関
係
深
い
の
忠
実
な
犬
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
一

一
は
方
位
説
で
あ
る
。
方
位
説
は
子
・
丑
ろ
う
。

｜
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
．

｜
酉
・
戌
・
亥
の
十
二
支
を
東
西
南
北
に

一
配
置
し
て
、
方
位
や
時
刻
や
運
勢
な
ど

一
の
結
び
つ
き
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

丑
寅
の
方
位
は
遊
牧
民
族
が
侵
入
す
る
方
角

一
古
代
の
中
国
で
は
、
こ
の
方
位
十
二
ｑ
だ
っ
た
の
で
、
万
里
の
長
城
が
築
か
れ
た
。

｜
古
代
の
中
匡
で
は
、
↓

’

一

＋

少

二

ノ
イ
ー
ー
勇
吋
‐
〃
イ
ト
Ｌ
仁

西

一
を
建
て
る
と
き
、

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

（
》

｜
支
の
な
か
に
「
鬼

一
門
（
丑
寅
・
東
北
）
」

｜
を
想
定
し
た
の
で

一
あ
る
。
そ
こ
で
東

一
蹴
姉
邦
呼
蝕
轤
時

一
の
皮
の
ふ
ん
ど
し

一
を
つ
け
た
鬼
の
姿
北

一
を
案
出
し
、
こ
の

一
方
位
は
陰
鬼
の
こ

一
も
る
所
で
あ
り
、

｜
不
浄
の
方
角
と
し

一
た
Ｃ

ｌ
現
在
で
も
住
宅

束

表

一
閑
位方
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今
年
も
〃
目
で
見
る
市
政
教
室
“
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

市
内
に
数
多
く
あ
る
施
設
や
史
跡
を

見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

と
き
七
月
三
十
一
日
附
、
八
月
一

日
③

対
象
者
い
ず
れ
も
親
と
子
で
、
お
子

さ
ん
は
小
学
生
ま
で
で
す
。

定
員
一
回
先
着
二
十
五
名

参
加
希
望
の
か
た
は
、
希
望
す
る
日

〃
目
で
見
る
市
政
教
室
″

市役所の人事異動7月1日付

【部長】

▽高萩市・十王町事務組合消防長＝大都直教（多賀地方農業共済事

務組合事務局長)▽高萩市･十王町事務組合事務局長＝大越隆(市長公

室長）▽日立･高萩･十王広域下水道組合次長＝佐川庄一(建設部長）

▽民生部長＝矢代利男(高萩市･十王町事務組合事務局長)▽住宅公社

常務理事(併任・高萩市事務吏員参事)＝二瓶省三（日立・高萩・十

王広域下水道組合次長）▽建設部長＝矢吹和典（住宅公社常務理事

(併任・高萩市事務吏員参事)）▽市長公室長＝金沢和夫（総務部

長）▽総務部長＝小池正人（民生部長）

【課長】

▽市民活動課長＝星勝英（高萩市・十王町事務組合消防本部総務課

長）▽多賀地方農業共済事務組合事務局長＝渡辺守衛（会計課長）

▽教育委員会中央公民館長＝棚谷寿夫(市民課長)▽民生部副参事兼

福祉事務所庶務係長＝江尻寛(教育委員会社会教育課長兼歴史民俗資

料館長）▽会計課長＝高橋一也（秘書課長兼秘書係長）▽秘書課長

兼秘耆係長＝高野忠信（商工課長）▽教育委員会社会教育課長兼歴

史民俗資料館長＝松本弘文（教育委員会中央公民館長）▽商工課長

＝小泉米三（建設課長補佐兼管理係長）▽市民課長＝沼田有功（市

民課長補佐兼市民係長）

【課長補佐】

▽教育委員会社会教育課長補佐兼社会体育係長＝松本三郎（福祉事

務所長補佐兼援護係長(査察指導員)）▽教育委員会学務課長補佐兼

学務係長＝大津一（議会事務局次長兼庶務調査係長）▽議会事務局

次長兼庶務調査係長＝佐藤国夫（教育委員会社会教育課長補佐兼社

会教育係長）▽企画開発課長補佐兼開発係長＝大高重行（水道課長

補佐(企業出納員)）▽水道課長補佐(企業出納員)＝大部義雄（企画

開発課長補佐兼企画係長）▽建設課長補佐兼管理係長＝鈴木俊光

（教育委員会学務課学務係長）

【係 長】

▽高萩市・十王町事務組合職員係長＝椎名忠義（職員課職員係長）

▽日立・高萩・十王広域下水道組合計画用地係長＝大友勝菫（衛生

課主任）▽会計課用度係長＝矢代光子（高萩市・十王町事務組合職

員係長）▽都市計画課庶務計画係長＝我妻成光（日立・高萩・十王

広域下水道組合計画用地係長）▽福祉事務所援護係長(査察指導員）

＝黒沢行雄（社会福祉協議会係長）▽教育委員会勤労青少年ホーム

館長＝豊田令一（商工課観光係長）▽教育委員会中央公民館係長＝

野中嘉明（福祉事務所庶務係長）▽財政課管財係長＝三浦正雄（教

育委員会社会教育課社会体育係長)▽市民課市民係長＝朝日寿之(教

育委員会社会教育課主任）▽商工課観光係長＝豊田雅光（農林課農

林係長）▽農林課農林係長＝鈴木勝一（企画開発課開発係長）

▽企画開発課企画係長＝棚谷稔（都市計画課庶務計画係長）▽職

員課職員係長＝大部弘（財政課管財係長）▽教育委員会社会教育課

社会教育係長＝鈴木大尹（教育委員会勤労青少年ホーム館長）

【昇 格】

▽農林課土地改良係長＝佐川邦夫（農林課主任）▽都市計画課区画

整理係長＝下山田博光（都市計画課主任）▽建設課建築係長＝棚谷

敬夫（建設課主任）▽教育委員会学校給食センター庶務係長＝神代

紀雄（教育委員会学校給食センター主任）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
は

が
き
、
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
Ｏ

※
予
定
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）

申
込
先
市
民
活
動
課

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
二
六
二

科
学
万
博
記
念
「
科
学
の
祭
典
」
の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
頒
布
し
ま
す

県
民
の
総
力
を
結
集
し
て
開
催
さ
れ

た
「
科
学
万
博
」
の
準
備
、
出
展
、
催

事
の
概
要
、
並
び
に
関
連
事
業
等
の
成

果
な
ど
を
収
録
し
た
県
広
報
課
制
作
の

「
科
学
の
祭
典
」
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等

）
ゞ

を
頒
布
し
ま
す
。

○
頒
布
対
象

営
利
行
為
を
目
的
と
し
な
い
個
人
及

び
団
体

○
価
格
・
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
（
六
十
分
）

一
本
十
五
万
円

・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
ペ
ー

タ
ー
マ
ッ
ク
ス
六
十
分
）

一
本
七
千
五
百
円

○
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

市
民
活
動
課
広
報
広
聴
係
へ
、
七
月

十
九
日
出
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
壷
二
三
’
二
二
一
内
線
二
六
二

篝だ,ざこ鎖税‘才
抑,二生かさ州,封

討

幕L

ー

昭
和
六
十
年
度
の
高
萩
市
の
た
ば
こ

消
費
税
は
、
約
一
億
四
千
七
百
五
十
五

万
円
に
の
ぼ
り
、
市
税
収
入
全
体
の
約

五
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

た
ば
こ
消

費
税
は
、
暮

ら
し
の
中
に

生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
ば
こ
は
、

市
内
で
買
う

よ
》
う
に
し
ま

し
よ
諺
フ
。

q
シ



ｌ

や

ろ
に
み
ら
れ
る
灼
け
つ
く
よ
う
な
痛
み
、

つ
．
尿
の
回
数
の
増
加
と
排
尿
し
た
の
に
、

－

ま
た
、
す
ぐ
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な

而

②
馴
轟
舩
科

自医

る
尿
意
頻
数
、
そ
し
て
尿
が
濁
っ
て
血

犬
ロネ

液
が
混
入
し
た
り
す
る
尿
混
濁
が
主
に

み
ら
れ
ま
す
。
排
尿
の
と
き
の
不
快
感

如
蠅
痒
脚
誹
崎

や
下
腹
部
の
重
苦
し
い
感
じ
を
覚
え
る

か
た
も
い
ま
す
。

康
ぜ
恥
宮
原
因
は
、
主
と
し
て
細
菌
が
膀
胱
へ

協

離
な
萩
入
り
込
ん
で
、
そ
こ
で
急
速
に
増
え
る

吉
同

た
め
で
す
が
、
こ
う
な
る
に
は
い
く
つ

家
か
の
誘
因
が
あ
り
ま
す
。
一
番
多
い
の

は
、
尿
意
を
が
ま
ん
す
る
こ
と
と
冷
え
、

と
く
に
腰
か
ら
下
腹
部
へ
か
け
て
の
冷

(2歳児歯科健診にて）

－ 2ハ I‐け

増田駿介くん

（昭和59年4月11日生まれ)と

お母さんの和子さん<肥前町＞

ぼ
う
こ
う
・
え
ん

膀
胱
炎
は
、
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
の

ひ
ん
ど

女
性
に
多
く
、
そ
の
頻
度
は
男
性
の
約

十
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

女
性
の
尿
の
通
り
道
で
あ
る
尿
道
が
、

男
性
に
比
べ
て
著
し
く
短
い
と
い
う
体

の
つ
く
り
の
違
い
が
、
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
排
尿
の
終
わ
り
こ

車や乗りものがとても大好きで， ミニ

カーをバスケットにいっぱいもっている

駿介くん。 「お刺身やいくら， うにが好

きでよく食べます。最近は， とてもお話

しをするようになり，電話に出てしゃべ

りたがるんですよ｡｣……とお母さん。ｰ

え
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
性
生
活
や
過
Ｊ
こ
の
虫
は
、
も
と
も
と
野
ネ
ズ
ミ
な
ど

す

労
、
便
秘
な
ど
も
膀
胱
炎
を
引
き
お
こ
て
の
小
動
物
に
吸
着
す
る
習
慣
を
持
っ
て謝

し
易
い
状
態
を
つ
く
り
ま
す
。

婦

治
療
は
、
細
菌
を
や
っ
つ
け
て
し
ま

健

う
薬
を
飲
む
の
で
す
が
、
多
く
の
か
た

保

は
薬
を
飲
み
始
め
る
と
二
、
三
日
で
症

は

状
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

ち

症
状
が
と
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
服
薬
を

↓
」

畷
つ
ゞ
…
箪
囑
剛
…
「
刺
＃

Ｉ

止
め
る
と
、
細
菌
が
抵
抗
力
を
つ
け
た

ん

り
、
別
の
細
菌
が
発
育
し
て
き
て
、
治
口
」
が
あ
る
。
皮
虐
の
刺
さ
れ
た
部
分

一
」

療
が
長
引
い
た
り
難
し
く
な
っ
た
り
し
ｒ
の
発
赤
、
四
～
五
日
目
か
ら
の
水
庖
、

ま
す
の
で
、
指
示
通
り
に
薬
を
飲
む
こ
問
こ
こ
数
年
来
、
全
国
的
に
つ
つ
が
次
い
で
直
径
約
一
ｍ
く
ら
い
の
た
だ
れ

と
が
、
大
切
で
す
。
日
常
生
活
で
は
、
虫
病
患
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
聞
き
ま
に
な
り
、
や
が
て
黒
褐
色
の
か
さ
ぶ
た

水
分
を
多
め
に
と
り
、
刺
激
物
や
お
酒
し
た
が
？
が
で
き
る
。
（
熱
が
出
る
の
は
、
刺
さ
れ

類
を
ひ
か
え
、
腰
や
下
腹
部
を
冷
や
さ
答
そ
う
な
ん
で
す
。
昨
年
は
県
北
地
て
か
ら
一
～
二
週
間
た
っ
た
こ
ろ
で
、

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
慢
性
化
域
に
も
一
人
発
生
し
ま
し
た
し
、
今
後
刺
し
口
は
た
だ
れ
か
か
さ
ぶ
た
が
で
き

し
何
か
月
も
再
発
し
続
け
る
難
治
性
の
も
広
が
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
て
い
る
。
）
④
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、
指
で

膀
胱
炎
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
の
適
問
つ
つ
が
虫
病
と
は
ど
う
い
う
病
気
押
す
と
痛
む
、
ま
た
皮
層
に
発
疹
が
出

切
な
治
療
お
勧
め
し
ま
す
。
で
す
か
？
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

答
リ
ケ
ッ
チ
ア
と
い
う
病
原
体
を
持
な
症
状
が
あ
っ
た
時
は
、
速
や
か
に
医

つ
つ
つ
が
虫
（
ダ
ニ
の
一
種
）
の
幼
虫
師
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
問
ど
ん
な
予
防
法
が
あ
り
ま
す
か
？

答
つ
つ
が
虫
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

（
）
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年
以
上
の
人
農
作
業
、
土
木
作
業
、
工
場
災
害
、
交
申
込
方
法
電
話
、
は
が
き
で
衛
生
課
こ
の
結
果
、
就
業
を
希
望
す
る
か
た

け
が

○
自
覚
症
状
せ
き
、
疾
、
胸
痛
等
が
献
血
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
通
事
故
な
ど
で
怪
我
を
し
た
時
に
、
か
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
に
は
、
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

一
か
月
以
上
持
続
す
る
人
、
及
び
血
疾
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
か
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
申
込
期
日
八
月
四
日
㈲
～
九
日
㈹
※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ

の
あ
る
人
し
ま
す
。
れ
に
対
す
る
免
疫
は
予
防
接
種
以
外
に
※
申
込
者
に
は
、
後
日
、
実
施
日
な
ど
念
二
三
二
二
一
内
線
三
六
三

口
申
し
込
み
期
間
と
き
七
月
十
八
日
㈱
、
九
月
二
十
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。
詳
し
く
は
衛
生

肺
が
ん
の
予
防
．
七
月
二
十
八
日
㈲
～
八
月
一
一
日
出
、
六
日
㈲
、
十
一
月
二
十
八
日
今
回
市
で
は
、
医
師
会
の
協
力
の
も
課
へ
容
三
’
二
二
内
線
一
三
ハ
’
’
一

早
期
発
見
の
た
め
に
午
前
八
時
一
一
一
十
分
～
午
後
五
時
壬
曜
㈲
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
と
に
、
破
傷
風
の
予
防
接
種
を
行
い
ま

日
は
十
二
時
ま
で
）
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
お
申
在
宅
看
護
婦
な
ど
の

調
査
・
登
録

か
く
た
人

肺
が
ん
検
診
（
喀
疾
の
細
胞
検
査
）
申
し
込
み
先
と
こ
ろ
高
萩
駅
東
口
、
西
口
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
数
に
制

を
実
施
し
ま
す
。
肺
が
ん
は
、
胸
部
Ｘ
衛
生
課
予
防
係
容
一
三
一
二
二
献
血
の
で
き
る
か
た
は
、
十
六
歳
か
限
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
ま
た
は
、

線
撮
影
で
も
発
見
で
き
ま
す
が
、
完
全
内
線
三
六
二
～
三
六
四
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
体
重
が
男
四
十
五
対
象
者
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
準
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ
て
い
て
、
者

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
胸
部
料
金
八
百
円
蛇
以
上
、
女
四
十
蛇
以
上
の
か
た
で
す
。
前
の
出
生
者
の
市
民
護
の
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
か
た
の
調

Ｘ
線
で
発
見
で
き
な
い
肺
が
ん
を
み
つ
※
当
日
は
、
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
の
料
金
無
料
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

け
出
す
た
め
に
は
、
喀
疾
の
細
胞
検
査
※
申
し
込
ん
だ
人
は
、
後
日
喀
疾
採
取
う
え
献
血
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
接
種
時
期
期
間
年
間
（
随
時
）

が
必
要
で
す
。
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
電
話
、
を
通
知
し
ま
す
。

は
が
き
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

破
瘍
風
予
防
接
種
の
お
し
ら
せ

○
満
四
十
歳
以
上
の
市
民

愛
の
献
血
に

○
喫
煙
歴
一
日
二
十
本
以
上
、
二
十
破
傷
風
は
致
命
率
の
高
い
病
気
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い

あなたを守る

、 ヘルメット
I

＝

~垂 ＝シ:-.-‐

7月5日からへルメツトをかぶらないと

行政処分点数1点が付されます
一

罰
損傷部位別の死

要請ご曾随1 ’
’ 二輪車の交通事故発生状況

（昭和60年）

件数 1,140件

死者数 111人

傷者数 1,357人

○ヘルメットをかぶらない

で死亡した人. . ,58人

○原付車の死者54人中，ヘ

ルメットをかぶらないで

死亡した人…43人

ｰ

0％顔面2一
ソ

－頸部10.8%

胸部13．6％

そ
の
他
跳

腹部6.6％

腰部2.3％

ヘルメットをかぶらないで事故を起こした人の

頭部の負傷率はヘルメットをかぶっていた人の

2倍以上です。

犬はつないで飼（ ま しよつ
ー

○犬は，つないで（特定犬は， オリの中で）飼いま

しょう。

・鎖は，短くつなぐこと。

・放し飼いにしないこと。

・鎖･首輪･オリをいつも点検し，犬が逃げださ

ないよう注意すること。

・人の出入りするところに，犬をつながない。

・鑑札と注射済票を犬(首輪)につけておくこと

○狂犬病予防注射・登録は，必ず受けましょう。

○｢夜間ならば,…」 ・ 「散歩が面倒だから…」 ・「なき

声が， うるさいから…」ということで,放すことは

Ifめましよう。

七
月
は
、
強
化
調
査
月
間

方
法
市
衛
生
課
、
ま
た
は
高
萩
保

健
所
に
備
え
て
あ
る
調
査
票
に
、
ご
意

見
、
ご
希
望
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○犬を捨てないこと。

。捨て犬は，野犬の原因となり

住民の迷惑になります。

。やむを得ず飼えなくなった場
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県
の
児
菫
相
談
所
で
は
、
今
年
度
か

ら
、
次
の
日
程
で
「
移
動
児
童
相
談
室
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
児

移
動
児
童
相
談
室

を
開
設
し
ま
す

○
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
現
代
美
術
展

○
リ
ス
ト
没
後
一
○
○
年
記
念
写
真
展

○
ハ
ン
ガ
リ
ー
紹
介
ビ
デ
オ
の
上
映
・

写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

○
ハ
ン
ガ
リ
ー
書
籍
の
展
示

＊

七
月
十
八
日
③
午
後
六
時
～
七
時
半

七
月
十
二
日
出
～
二
十
日
⑧

午
前
十
時
～
午
後
四
時
半

○
ハ
ン
ガ
リ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

へ
蚕

○
ジ
ュ
ラ
・
キ
シ
ュ
（
現
武
蔵
野
音
楽

大
学
客
員
教
授
）
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

リ
ス
ト
「
巡
礼
の
年
報
」
ほ
か

七
月
十

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

イ
ン
吉
哩
秋

於
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

日
制１

午
後
六
時
～
七
時
半
と
き
昭
和
六
十
一
年
八
月
五
日
”
、

ジュラ・キシュ教授

今
回
の
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険

者
と
し
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
、
数
多
く
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

夫
の
公
的
年
金
の
費
用
負
担
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
奥
さ
ん
に
は
負
担
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

※
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
、
同
所
で
家
庭
児
童
相
談
室

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ

冠
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
二

会六一

弟
＝＝

１
と
こ
づ
つ

相
談
員

菫
問
題
全
般
に
わ
た
り
、
專
門
の
相
談

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

号
被
保
険
者
該
当
者

十
月
七
日
㈹
、
十
二
月
二
日

㈹
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
三

日
ｗ
、
じ
か
ん
は
い
ず
れ
も

午
前
十
時
～
午
後
三
時

高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー

心
理
判
定
員
、
精
神
科
医
（
午

後
の
み
）
、
児
童
福
祉
司
、
家

庭
児
童
相
談
員
、
児
童
担
当

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

ー

第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
の
提
出
を
《

》
文
化
会
館
催
，

忘
れ
て
い
る
か
た
は
、
至
急
国
民
年
金

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
と
、
年
金
が
も
ら
え

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
《

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金
》

係
へ
盆
二
一
二
’
二
一
二
内
線
二
三
二
》
昭
和
六
十
一
年
度
中
期
す

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
等
に
峰

〃
入
浴
サ
ー
ビ
ス
“
を
ど
う
ぞ
録
ラ
ッ
ッ
＆
ス
タ
ー

念

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ね
《
★
☆
★
☆
★
☆
☆
☆
★
☆
★
☆
★
☆
☆
☆
☆
☆
★
念
★
☆
★
☆
★

》
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

た
き
り
の
お
年
寄
り
や
重
度
障
害
者
の

か
た
が
た
に
〃
入
浴
サ
ー
ビ
ス
〃
を
実

施
し
て
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
〃
入
浴
サ
ー
ビ
ス
”
は
、
安
良

川
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
愛
正
園
」

に
委
託
し
て
、
送
迎
バ
ス
（
自
家
用
車

で
直
接
施
設
へ
行
っ
て
も
結
構
で
す
。
）

で
家
族
の
付
き
添
い
の
も
と
に
、
「
愛
正

《

園
」
の
特
殊
浴
槽
で
入
浴
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
福

祉
事
務
所
四
口
向
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
》
と
き
八
月
十
六
日
㈹

《

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
午
後
二
時
開
演

盃
二
三
’
二
一
二
内
線
三
五
四
》
入
場
料
一
二
、
○
○
○
円
（
全
席
指
定
）

率

発
売
中

～
海
岸
清
掃
の
お
し
ら
せ
～
》
《
民
芸
公
演

七
月
二
十
日
⑧
、
午
前
八
時
か
ら
、

蹄
「
症
癖
鴎
鉱
誰
雪
衰
記
」

有
明
・
高
浜
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

市
民
憲
章
「
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
四
の

運
動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
》
、
出
演
宇
野
重
吉
、
米
倉
斎
加
年
、

各
種
団
体
や
地
域
の
人
た
ち
の
ご
協
力
》
日
色
と
も
ゑ
ほ
か

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）
》
と
き
九
月
七
日
⑪
午
後
二
時
開
演

高
萩
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
鈴
入
場
料
Ａ
席
三
、
五
○
○
円

文
化
会
館
催
し

和
六
十
一
年
度
中
期
文

蕊
溢
圃
■
田
雰

'F、解

（
｝

物
化
会
館
催
し
物
の
ご
案
内

“認

ボ

鮮

詳

や

“

輪

評

、

、

、

“

“

》

、
、
職
偽
串
に
匙
串
＄瀞

ツ
ツ
＆
ス
タ
ー

溌
錘
認
竪
奮
罫
〆
Ｈ
Ｆ
Ⅵ

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
ゞ
《
」
：
“
輪
ゞ
軒
“
ゞ
ぷ
＃

；

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｊ
Ｊ
－
灘
鰔
韓
嫌
Ｊ

、

段

段

韻

韻
段段守、段段〆

ｗ誤り錘設

Ｊ

“
〕
Ｔ
叩
、

が
■
簿
ぶ
ゞ
Ｊ

韻、

段段

、

Ｊ

韻

Ｕ

鴨

驚
意
の
テ
』

ス
テ
ー
ジ
は
、

ナ
ー
ブ
ラ
ス
． Ｂ

席
三
、
○
○
○
円

八
場
券
発
売
日
七
月
二
十
日
⑪

エ
ン
パ
イ
ヤ
プ
ラ
ス

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

ク
イ
ン
テ
ッ
ド

鍵
嬢
葬

鰯
慰
溌
識
■

ニ
ッ
ク
と
ス
マ
ー
ト
な

ま
さ
に
エ
ン
タ
ー
テ
ィ

：
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
、

鰯雛蕊鱗

溌灘;灘瀞灘澱
‘職撫職郷鐸織恋繁螺鷲’､ ごF 拶曾管 『l“ 』ifザ 蕃

驚驚鴬識灘魚段
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J 零理 "輯蕊蝉輔端漁 iも鋪齢 聯‘ 剛 ‘
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元気に参加しましょう／

第16回高萩まつり

第
十
六
回
高

萩
ま
つ
り
が
、

七
月
二
十
六
日

㈱
、
二
十
七
日

側
の
二
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、

流
し
踊
り
に
、

み
こ
し
広
場
に

そ
ろ
っ
て
参
加

ノ
、
涯
一
さ
い
○

○
流
し
踊
り
参
加
の
「
連
」
を
募
集
し

ま
す
。

二
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
流
し
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

流
し
踊
り
の
型
は
、
正
調
と
自
由
の

二
種
類
で
す
。

正
調
部
門
賞
（
三
団
体
）

自
由
部
門
賞
（
〃
）

ア
イ
デ
ア
部
門
賞
（
〃
）

※
賞
状
並
び
に
賞
金
が
で
ま
す
。

○
み
こ
し
広
場
の
参
加
団
体
の
募
集

駅
前
通
り
で
の
み
こ
し
広
場
は
、
市

内
各
地
域
の
み
こ
し
を
一
堂
に
集
め
、

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。※

参
加
申
込
書
が
、

市
役
所
商
工
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
い
ず

れ
も
市
役
所
商
工

課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

商
工
課
金
二
三

’
一
二
二
内
線

四
六
二

み
な
さ
ん
、
元

気
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

○
お
と
な
み
こ
し

子
ど
も
み
こ
し

（
各
地
域
で
実

施
）

）
↑

と
き
七
月
二
十
八
日
～
三
十
一
日
、

八
月
一
日
～
三
日
の
七
日
間

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

対
象
者
小
学
四
年
生
以
上
の
男
・
女

四
十
名

参
加
費
四
百
円

申
し
込
み
市
民
体
育
館
で
七
月
十
六

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

念
二
三
’
二
五
五
二

と
き
八
月
二
日
出
小
雨
決
行
、
十

七
時
～
二
十
一
時
（
荒
天
の
場
合
八
月

九
日
出
）
開
始
・
終
了
時
花
火
打
上

と
こ
ろ
高
萩
海
岸
（
関
根
川
か
ら
花

貫
川
ま
で
の
間
）

受
付
高
萩
中
学
校
下
（
テ
ン
ト
本

部
）
十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

審
査
受
付
場
所
で
二
十
一
時
～
二

十
一
時
三
十
分

参
加
費
一
般
四
百
円
（
高
校
生
以
上
）

子
ど
も
三
百
円
（
小
、
中
学
生
）

主
催
高
萩
魚
友
会

後
援
高
萩
市
観
光
協
会

※
問
い
合
わ
せ
は
、
高
萩
魚
友
会

壷
二
二
’
四
四
二
六
（
神
永
ま
で
）

少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

の
参
加
者
募
集

第19回

市民いしもち釣大会

琴津
製陸

念、シー念ツ灸鰔平ノー'5、顕、ｼ色、ｼ合シ盆鯨、畠'合、ｼｰﾉ合、号念、号'ざ、今ノー'ざ、争危、畠ノー'壱、ジーノ合、ｼ念ｼき、§'金饒、2ﾉf、ッｰﾉ盆ｼ含＼響'~念争念§ノーだ、号'ず、男'ざ、fノーノー'き、fﾉｰﾉ武望黄昌ﾉ§、曾一ﾉfV/~ノjxf'~ﾉ弓､争憲if/fVノーノf,f/gx苧

指
揮

と
き
十
月
二
十
五
日
出
午
後
一
時
開
演

入
場
料
一
、
○
○
○
円

（
大
人
も
小
人
も
同
額
）

入
場
券
発
売
日
九
月
二
十
一
日
側

と
き
九
月
二
十
七
日
出
午
後
二
時
開
演

入
場
料
Ａ
席
二
、
○
○
○
円

Ｂ
席
一
、
五
○
○
円

（
当
日
二
○
○
円
増
）

入
場
発
売
日
七
月
二
十
日
⑪

／

ハ
ィ
ォ
リ
ン
宗
倫
匡

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ー
運
命
ほ
か

と
き
十
月
二
十
六
日
⑧

午
後
二
時
三
十
分
開
演

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

房

親
子
劇
場

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

ー

※
そ
の
ほ
か
映
画
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
都
度
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
希
望
す
る
映
画
が
あ
り
ま
し

たら文化会館までお寄せくださいプレイガイド★☆★★★★★★☆☆★★☆★★★★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
盆
二
三
’
七
四
一
二

と
き
七
月
二
十
日
⑧

寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ

午
後
一
時
寅
次
郎
恋
唄

マ
ド
ン
ナ
池
内
淳
子

午
後
三
時
寅
次
郎
夕
や
け
こ
や
け

マ
ド
ン
ナ
大
地
喜
和
子

午
後
五
時
寅
次
郎
恋
唄

入
場
料
五
○
○
円
均
一

入
場
券
発
売
日
当
日
売
り
の
み

入
場
料
Ａ
席
Ｂ
席

入
場
券
発
売
日

名
画
鑑
賞
会

四
、
○
○
○
円

三
、
五
○
○
円

八
月
二
十
四
日
側
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日曜当番医

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

○
大
森
久
さ
ん
下
手
綱

三
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
椎
名
英
雄
さ
ん
福
平

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
安
良
川
十
一
町
内

三
千
円
社
会
福
祉
へ

善
意
銀
行
を
ご
存
じ
で
す
か

……懲蕊繊密蕊 露識 軸*職詫簿

〒 )《｜
今一
か．/ﾄ良

!- ' ' |
旱 J
’

グ

耐
進
：名

司

J

（

潅
一
呵
淵
吋
八

埼
筐
る
。
叩
峰

″伽
Ⅶ
．
「
し
り
Ｈ
ｆ

』
‐
ル
ー
‐
八
Ｊ
／

《
愉
言
十
里
”
〆
一

善
意
あ
り
が
と
う

シ
索
苓
舟
泓
会
員
八

・を
呵
好
激

（
）

』

銅
妨
翔
鍛
学

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を
ぉ
預
り
す
る
や
日
赤
奉
仕
運
動
へ
の
協
力

新
し
い
銀
行
で
す
。
だ
れ
も
が
持
っ
て
金
品
寄
付
香
典
返
し
、
バ
ザ
ー
益
金

い
る
あ
た
た
か
い
心
、
や
さ
し
い
心
、
な
ど
の
金
品
、
衣
料
品
、
テ
レ
ビ
、
ピ

そ
れ
を
お
預
り
し
ま
す
。
ア
ノ
な
ど
の
物
品

善
意
銀
行
は
、
そ
う
い
っ
た
あ
た
た
特
別
福
祉
施
設
の
人
び
と
を
家

か
い
ま
ど
こ
ろ
を
、
た
く
さ
ん
の
人
び
庭
へ
招
待
・
宿
泊
、
施
設
（
温
泉
、
海

と
か
ら
預
け
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
恵
の
家
な
ど
）
の
提
供

ま
れ
な
い
人
び
と
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
高
萩
市
善
意
銀
行

お
預
り
す
る
も
の
は
、
次
の
四
つ
に

趨
雲
櫛
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

分
か
れ
て
い
ま
す
。
念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
五
四

技
能
奉
仕
理
容
・
美
容
・
マ
ッ
サ
ー
圏
寄
贈
福
祉
事
務
所
ヘ

ジ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
○
昭
和
興
産
株
式
会
社

勤
労
奉
仕
老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉
施
設
老
人
い
こ
い
の
家
入
口
案
内
板

な
ど
の
修
理
や
話
し
相
手
、
道
路
や
公
囮
寄
贈
図
書
館
へ

共
施
設
な
ど
の
清
掃
、
共
同
募
金
活
動
新
本
寄
贈

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

｜
少
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
三
二
ｔ
ｌ
ｌ
で
１
／
７
｜

夏
休
み
に
親
子
で
、
郷
士
の
史
一

参
加
者
募
集

跡
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。

｜
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
心
身
の

一
鍛
練
を
目
的
と
し
た
少
年
サ
マ
！
と
き
八
月
二
十
一
百
③
一
班
、
｜

｜
ス
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
二
十
四
日
⑧
二
班

い
ず
れ
も
午
前
九
時
～
｜

｜
と
き
八
月
七
日
附
～
八
日
㈱
対
象
者
親
子
（
四
、
五
、
六
年
生
）
｜

の
一
泊
二
日
定
員
四
十
名
〈
先
着
順
）

’
と
こ
ろ
国
立
那
須
甲
子
少
年
自
申
し
込
み
中
央
公
民
館

然
の
家
壷
二
三
’
二
二
五
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

対
象
者
市
内
の
中
学
生
五
十
名

※
会
費
・
申
し
込
み
方
法
等
、
詳

し
く
は
、
中
学
校
を
通
し
て
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

親
子
で
史
跡
め
ぐ
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

（
）

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

古
書
寄
贈

○
後
藤
吉
一
さ
ん

○
小
林
勇
一
さ
ん

○
喜
井
敬
介
さ
ん

○
伊
藤
貞
雄
さ
ん

○
子
ど
も
映
画
会
（
第
二
土
曜
日
）

七
月
十
二
日
⑯
午
後
二
時
三
十
分
～

ア
ニ
メ
「
ニ
ル
ス
の
不
思
議
な
旅
」
、
「
わ

ん
ぱ
く
ウ
サ
ギ
・
タ
ー
く
ん
の
冒
険
Ｌ

ｏ
お
り
が
み
教
室

七
月
十
九
日
出
午
後
二
時
三
十
分
～

○
お
は
な
し
会

七
月
二
十
六
日
出
午
後
二
時
三
十
分
～

「
高
萩
の
昔
話
と
紙
芝
居
」

’高
萩
島
名
高
萩

春
日
町

14－テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 . 1152です－

8月3日

8月10日

8月17日

8月24日

8月31日

樋渡医院

石病院

十王医院

全生堂医院

滝川医院

白土医院

大和町22-2201
東本町

十王町

本町

春日町

東本町

23 1711

32-3266

22 2306

23－3100

22－2697


